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（1）屈折の法則より
n2s in
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図形的な立式より

d' tanA,=OA・・・②
d t a nA2=OA・・・③

② . ③ よ り

d'tanA . = d t a n As・・・④

ここで日が非常に小さければsin日きtan日と近似できる
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浮き上がりの距離はd-d'なので
d-d'=d-d
=d111，,

A1※た り
累・・・2回目
の

八 、 - 浮きあがり
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前問（1）で求めた虚像の位置の式d'=ndを利用
P、=1で、（1回目の浮きあがり）

OPT=d.tn#d___1，（図形的な関

OR=t・OPT =T(di t d )
↗

（2回にできあが
り） =ザ+が
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